
2017.4 No.22

〒761－4411 小豆郡小豆島町安田甲144番地90　☎82－5318本　所

〒761－4301 小豆郡小豆島町池田2100番地4　☎75－0018支　所

発行：社会福祉法人　小豆島町社会福祉協議会

この広報誌は共同募金の配分金で発行されています

小 豆 島 町

ふくしだよりふくしだより
地域が抱えているさまざまな福祉問題を地域全体の問題としてとらえ、

みんなで考え、話し合い、協力して解決を図ることを目的としています。

だれもが安心して暮らせる福祉の町づくり

みんなでラジオ体操を
（神懸通（西条）ラジタイクラブ）
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八
月
五
日
に
非
常
に
貴
重
な
体
験
を
し

ま
し
た
。
特
に
学
ん
だ
の
は
介
護
の
大
変

さ
と
重
要
性
で
す
。
毎
日
介
護
を
続
け
て

い
く
の
は
本
当
に
す
ご
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
入
浴
介
助
を
し
た
と
き
に
一
番

大
変
そ
う
だ
っ
た
の
が
着
脱
衣
で
す
。
特

に
思
う
よ
う
に
体
が
動
か
な
い
方
ヘ
の
介

助
は
大
変
そ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
方
と
会
話
を
す
る
中

で
、
一
人
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
話
す

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
積
極
的

に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
る
方
や
、
少
し
恥

ず
か
し
そ
う
に
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
体
験
は
将
来
き
っ
と
僕
自

身
の
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
特
に
利
用

者
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
介

護
の
仕
事
を
間
近
で
見
ら
れ
た
こ
と
が
、

実
り
多
い
活
動
で
し
た
。

豊
寿
園
に
行
っ
て

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で

　
　
　

小
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中
学
校　

三
年

三　

木　

大だ
い　

知ち　

　
　
　

小
豆
島
中
学
校　

二
年

新　
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お
年
寄
り
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
示
す
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

豊
寿
園
に
行
っ
て
み
て
の
第
一
印
象
は
、

職
員
の
み
な
さ
ん
が
に
こ
や
か
に
接
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
僕
も
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。「
自
分
が
笑

顔
に
な
る
と
相
手
も
笑
顔
に
な
る
。」
誰
も

が
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
言
葉
だ
と
思
い

ま
す
。
僕
は
そ
の
言
葉
が
大
好
き
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
お
互
い
の
気
持
ち
が
お
だ
や

か
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

僕
は
豊
寿
園
で
一
人
の
お
じ
い
さ
ん
と

出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
人
は
戦
争
の
話
や

最
近
起
き
た
事
件
に
つ
い
て
の
考
え
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
は
表
情
が
豊

か
で
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

豊
寿
園
に
行
っ
て
み
て
、
職
員
の
方
々
、

ま
た
利
用
者
の
方
々
か
ら
も
表
情
の
豊
か

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
参
加
し

た
い
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
民
生
委
員
の
全
国
一
斉
改
選
が
あ
り
、
小
豆
島

町
で
は
39
名
が
再
任
、
17
名
が
新
し
く
任
命
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
の
改
選
で
、
小
豆
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

大
半
の
役
員
さ
ん
が
定
年
等
で
退
任
し
、
経
験
の
浅
い
私
が
会

長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

小
豆
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　

棟　

保　
　

博　

は
あ
り
ま
す
が
、
役
員
と
協
力
し
て
、
各
々
の
委
員
が
担
当
地
域
で
活
動
で
き
る
よ
う
連

携
を
図
り
、
よ
り
良
い
協
議
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
地
域
の
民
生
委
員
が
誰
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る

地
域
に
お
い
て
住
民
の
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
行
政
を
は
じ
め
適
切
な
支

援
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど

に
も
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
部
は
、
厚
生
労
働
大

臣
に
よ
り
主
任
児
童
委
員
に
指
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
は
、
子
供
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
民
生
委
員
児
童
委
員
で
、
小
豆
島
町
で
は
３
名
の
主

任
児
童
委
員
が
、
地
域
担
当
の
民
生
委
員
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
育
て
の
支
援
や

児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
に
よ
っ
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
中
、
子

育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え
る
人
や
、
障
害
の
あ
る
方
・
高
齢
者
な
ど
が
周
囲
に
相
談
で

き
ず
に
孤
立
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ
の
支
援
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て
や
介
護
で
の
心
配

ご
と
や
不
安
と
い
っ
た
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
住
ま
い
の
地
域
の
担
当
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
民
生
委
員
名
・
地
区
は
町
広
報
１
月
号
に
掲
載
、
担
当
地
域
は
健
康
づ
く
り

福
祉
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）
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命の笛・絆バトンの活用について
　命の笛は、笛を吹いて助けを求めるものです。
　しかし、首から掛けている方は少ないのが現状です。また、
命の笛を知らない人が聞いてもわからない場合があるので、
地域への周知が必要になります。
　ある地域では、助けを求めている人の代わりに、元気な人
が吹いて知らせるように告知板に「命の笛」を吊すことを検
討しています。

　絆バトンは、通院している病院や、服用している薬、病名などの情報を書き、
冷蔵庫等に保管しておくものです。しかし、記入漏れや変更事項が記入されて
ないこともあります。
　緊急の場合早く処置ができるので、絆バトンの情報を確認して下さい。

救急車を呼ぶときに局番は不要です。
１１９番で本署へつながります。

　

こ
の
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
を
代
表
し
て
日
方
の　
山
下　
勝　
さ
ん
に
、
質

問
形
式
で
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
い
つ
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
　

Ｈ
24
年
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
十
数
名
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

　

手
作
り
の
昼
食
を
美
味
し
く
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　
　

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

・
参
加
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　

百
歳
体
操
は
、
毎
日
体
を
動
か
す
こ
と
の
習
慣
に
な
り
ま
す
。
日
常
の
健

　

康
管
理
、
交
通
事
故
の
防
止
、
詐
欺
の
予
防
な
ど
の
話
や
、
ゲ
ー
ム
、
雑
談

　

な
ど
た
い
へ
ん
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

・
教
室
に
参
加
し
て
ど
う
で
す
か
？

　
　

家
で
の
話
し
相
手
が
お
ら
ず
寂
し

　

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人

　

暮
ら
し
高
齢
者
を
励
ま
す
会
に
参
加

す
る
と
心
の
隙
間
を
埋
め
て
く
れ
て
、

　

次
回
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

・
今
後
、
ど
の
よ
う
な
教
室
を
望
み
ま

　
す
か
？

　
　

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
た

　

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
健
康
教
室
に
参
加
し
て
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安田　下八老人クラブ
曲に合わせて、テンポよく

西村　原シニアクラブ女性部
手　芸　教　室

入部　長 寿 会
それぞれの願いは違えども　七夕はみな童心に返します

草壁本町　木場クラブ
高齢者の食をテーマに毎月１回料理教室

坂手グリーンハウス
こども会会員との交流会

坂手西クラブ　サロンに参加、健康づくり
「健康づくりサロン」で元気に‼

北地　元　気　会
会食のあと、楽しくゲーム

西村　中条「生きがい・健康づくりの会」
体と頭を同時に使う「コグニサイズ体操の習得」

苗羽　空条老人クラブ
荒神境内にて毎月清掃

迎地　み ど り 会
オリーブを使った料理教室

サロン活動写真館

町の介護予防グループ活動事業の補助金を活用している30団体中、10団体の活動写真を掲載させていただきました。



まずは、困っていることをお聞かせください
相談支援員がご相談をお受けします。お電話・来所どちらでも結構です。

相談支援員がご自宅に伺い、お話を聞くこともできます。

ご相談の中で、課題を一緒に整理していきます
不安や心配ごとをどう解決できるか、どう支援できるかを分析し、必要な支援を把

握します。

課題解決に向けた目標を立て、具体的なプランを一緒に作成します
あなたの希望を尊重しながら、必要な支援が計画的に

行われるよう自立に向けたプランを策定します。

プランに沿って取り組み、ひとつずつ課題を解決します
問題を解決するために、必要な関係機関と連携して支援を行います。

支援経過を確認しながら、計画の確認・見直しを行い、現在の生活を改善します。

1 2 3 4 5 6 7 8

小豆島町社会福祉協議会　生活あんしんセンター
所在地：小豆島町安田144ー90　小豆島町社会福祉協議会
開設日：月〜金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　8：30〜17：15

１

２

３

４

相談支援の流れ

一人で抱え込まずに、まずはお気軽にご相談ください。

生活困窮者自立支援事業

課題
　整理

プラン
作成

一緒に
取り組み

事務局長退任挨拶
　このたび、３月末をもちまして小豆島町社会福祉協議会事務局長を退任
させていただきました。１３年、福祉関係のみなさまに支えていただきあ
りがとうございました。勝手ながら紙面をお借りして感謝申し上げます。
　今後も地域福祉活動に少しでも参加してまいりたいと思っています。
　最後になりましたが、みなさまの御健勝と御多幸を心から祈念申し上げ、
退任のご挨拶とさせていただきます。

小豆島町社会福祉協議会　事務局長　川　元　丈　次
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赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金

平成28年度　小豆島町社協会費報告
（平成29年２月28日現在）

《一般会費》　１，３４５，０００円
《賛助会費》　１，３１４，０００円
ご協力ありがとうございました。

28年度助成報告
３，９０１，５９０円

◦小豆島町社会福祉協議会
◦池田老人クラブ
◦内海老人クラブ
◦小豆島町婦人会池田支部
◦小豆郡手をつなぐ育成会池田支部
◦小豆島町障害者協会
◦小豆地区保護司会東分区　
◦小豆更生保護女性会内海支部
◦日方自治会　老人クラブ
◦西村中条自治会　
◦さわやかクラブ
◦男声合唱団ヴォーカル小豆島
◦小豆郡生活研究グループ

　共同募金報告　　　　（平成28年10月１日～ 12月31日）
　みなさまからの温かいご支援、ご協力により多くの善意が寄せら
れました。心から感謝申し上げますとともに、募金結果をご報告い
たします。
　今後とも引き続きご協力くださいますようお願い申し上げます。
　みなさまから寄せられた募金は、香川県共同募金会にて集められ
た後、一部が平成28年度に小豆島町の地域福祉活動資金として助成
されます。

募金額内訳　　　　　（単位：円）
戸別募金　　　　４，５７７，２００
法人募金　　　　 １４８，０００
職域募金　　　　 ２３７，０００
街頭募金　　　　 　４３，３０９
そ の 他　　　　 ３２７，１０８
合　　計　　　　５，３３２，６１７

ボランティア活動保険
　ボランティア活動中におこるさまざまな事故によるケガや損害賠償責任を補償する保険制度です。

★補償期間
　加入手続を完了した翌日から平成30年３月31日まで
★そ の 他
　用途に合わせ、行事用保険や有償ボランティアの保険もあります。ご
相談ください。
★注　　意 
　複数のグループに所属しボランティア活動をされている方は、いずれ
かのグループで加入すれば、他のグループでの活動も補償対象となりま
す。

補償内容・金額、その他加入条件などの詳しい内容については、
社会福祉協議会までお問い合わせください。

☎８２－５３１８

★保険金が支払われる主な例★加入の条件
◦日本国内で、他人や社会に貢献する自発的な無償の活動
◦社会福祉協議会に登録されているボランティア個人またはグループ、
　ＮＰＯ団体。
★年間保険料

＊基本タイプに地震・噴火・津波によるケガの補償が追加されます。

Ａプラン
３５０円
５００円

Ｂプラン
５１０円
７１０円

基本タイプ
天災タイプ＊

清掃ボランティア活動中転ん
でケガをして通院した。

活動中、食べた弁当でボラン
ティア自身が食中毒になって
入院した。

家事援助ボランティア活動で
清掃中、誤って花びんを落と
してこわした。

入浴ボランティア活動中、誤
ってお年寄りにケガをさせた。

自転車でボランティア活動に
向かう途中、誤って他人にケ
ガをさせた。

あたたかな善意をありがとうございました。
平成28年５月１日～平成28年12月31日

寄 付 件 数　　　　　　 　６件
寄付合計金額　　　３１４，０００円

寄付にご協力お願いします

社会福祉事業へのご寄付は寄付金控除の対象となります。

　社協の財源の一つが、みなさまから寄せられる会費や寄付金です。こうした
財源は社協の事業を行う上で大きな支えとなっています。金額の多少を問わず、
年間を通じて受け付けております。どうぞお気持ちをお寄せください。

ご寄付いただいた方の氏名は町広報紙に掲載しておりますのでご覧ください。

ボランティア活動に向かう途
中、交通事故にあって亡くな
られた。

●賛助会員募集●
　今後とも、一人でも多くの
方に社協の活動をご理解いた
だきご協力をお願いいたしま
す。
　賛助会費（個人・企業）
　１口　１，０００円


